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1. 研究背景 

 NaCl型VOxは不定比化合物であり ,𝑥の範囲が

0.75 ≤ 𝑥 ≤ 1.3をとりうる[1]。先行研究より酸素含

有量 x の増加とともに,電気抵抗率は増加し,磁化率

は Curie-Weiss 則に従うようになることが報告さ

れている。従来は大型単結晶の作製の報告がなか

ったが,K2CO3を添加して Floating Zone 法によって

cm オーダーの巨大単結晶を作製することができた

と報告されている[2]。 

 本研究ではこれまで報告のない𝑥 < 1のVOxの大

型単結晶の作製を目指す。また,これまでVOのV置

換はNbのみが報告されている[3]。その他の遷移金

属 T で置換したV1−xTxOを作製して,電気抵抗率や磁

化率を測定して,電子構造の解明を目的とした。 

2. 実験方法 

原 料 ( V, V2O3, K2CO3, Mn3O4, Fe2O3, Cr2O3, MoO2, 

NiO)を化学量論比に基づき混合して,FZ 法により
VOx, V0.9Mn0.1O, V0.8Mn0.2O, V0.9Fe0.1O, V0.9Cr0.1O,  
V0.9Mo0.1O, V0.9Ni0.1Oの作製を試みた。得られた結

晶を粉末 X 線回折, 背面ラウエ法, TGAにより試料

評価を行い,電気抵抗率,磁化率の測定を行った。 

3. 実験結果・考察 

FZ法による単結晶作製の可否を表 1に示す。𝑥 <

1の VOx の作製は成功しなかった。図 1. に  

V0.9Mn0.1O, V0.8Mn0.2O, V0.9Ni0.1Oの格子定数を示

す。これらは Vegard 則に従っているとは言えな

い。しかし,VO1.0と比較して格子定数は増大してい

るので,それぞれの試料にMn,Niはドープされてい

ると考えられる。 

図 2 にV1−xTxOの磁化率測定の結果を示す。測定

を行ったすべてのV1−xTxOは Curie-Weiss 則に従っ

ていることがわかる。図 3 に電気抵抗率測定の結

果を示す。V0.9Mn0.1O, V0.9Ni0.1Oは温度低下ととも

に電気抵抗率が最低温で107Ωcmまで上昇している

が,V0.9Cr0.1Oの抵抗率はあまり温度に依存しない。

これはMn,Niの d電子は局在しているが,Crの d電子

は遍歴しているためであると考えられる。 
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作製した試料 作製可否 単結晶の有無 

VOx(𝑥 < 1) × × 

V0.9Fe0.1O × × 

V0.9Mo0.1O × × 

V0.9Cr0.1O 〇 × 

V0.9Ni0.1O 〇 〇 

V0.9Mn0.1O 〇 〇 

V0.8Mn0.2O 〇 〇 

表 1 FZ法による単結晶作製の可否 

 

図 1. V0.9Mn0.1O, V0.8Mn0.2O, V0.9Ni0.1O の格子定数 

 
図 2. V1−xTxOの逆帯磁率の温度依存性 

 
図 3 V1−xTxOの電気抵抗率の温度依存性 
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